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は
じ
め
に
　
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
よ
り
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
（
本
館
閉
架
）
に
、
『
都
の
花
笠
』
と
題
す
る
江
戸
時
代
の
版
本
一
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
請
求
番
号　
774
・
28
／
Mi76
）
（
以
下
「
京
女
本
」
と
略
称
）
。
　
こ
の
『
都
の
花
笠
』
を
調
査
し
た
結
果
、享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
正
月
刊
の
役
者
評
判
記
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』（
仮
題
。
以
下
適
宜
「
本
書
」
と
す
る
）
（
八
文
字
屋
八
左
衛
門
・
江
嶋
屋
一
郎
左
衞
門
相
板
、
作
者
八
文
字
自
笑
、
江
嶋
其
磧
）
全
三
巻
三
冊
（
京
之
巻
、
江
戸
之
巻
、
大
坂
之
巻
）
の
内
の
京
之
巻
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
小
稿
で
は
、
こ
の
京
女
本
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
一
　『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
の
諸
本
・
書
名
・
出
版
当
時
の
自
笑
と
其
磧
　
京
女
本
の
紹
介
に
先
立
ち
、
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
の
諸
本
、
書
名
、
本
書
出
版
当
時
の
作
者
自
笑
と
其
磧
の
関
係
に
つ
い
て
、
従
来
明
ら
女
子
大
國
お　
第
百
五
十
四
号　
平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日　
﹇
資
料
紹
介
﹈
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
都
の
花
笠
』
　
　
　
―
享
保
五
年
正
月
刊
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
京
之
巻
の
原
題
簽
の
出
現
―
正
木
ゆ
み
［
資
料
紹
介
］
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
都
の
花
笠
』
61
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
概
観
し
て
お
く
。
　
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
に
つ
い
て
は
、歌
舞
伎
評
判
記
研
究
会
編
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
一
期
第
七
巻
（
岩
波
書
店
、昭
和
50
・
3
）
（
以
下
、
「
『
集
成
』
七
」
と
略
称
）
425
～
516
頁
に
、
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
の
三
巻
（
合
一
冊
）
本
）
1
（
（
以
下
「
芸
大
本
」
と
略
称
。
請
求
番
号　
774
・
3
／
Y164
／
9
）
を
底
本
と
し
て
、
解
題
と
翻
刻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
『
集
成
』七
の
解
題
）
2
（
で
は
、『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
の
諸
本
と
し
て
、早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
の
三
巻
三
冊
本
（
以
下
「
演
博
本
A
」
と
略
称
。
請
求
番
号　
ロ
11—
1047—
1
～
3
）
と
、同
館
蔵
の
京
之
巻
の
一
冊
本
）
3
（
以
下
「
演
博
本
B
」
と
略
称
。
請
求
番
号　
ロ
11—
1048
）
を
挙
げ
て
い
る
。
　
本
書
の
諸
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
芸
大
本
、
演
博
本
A
、
演
博
本
B
の
い
ず
れ
に
も
原
題
簽
が
残
存
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
本
書
の
目
録
題
が
、
従
来
の
役
者
評
判
記
の
目
録
題
と
は
異
な
っ
て
い
る
た
め
、『
集
成
』
七
の
解
題
で
は
、「
書
名
を
決
定
し
が
た
い
」
と
し
て
い
る
。
　
「
役
者
評
判
記
の
基
本
形
の
確
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
）
4
（
」
と
さ
れ
る
『
役
者
口
三
味
線
』
（
元
禄
十
二
年
［
一
六
九
九
］
正
月
刊
）
以
来
、
原
則
と
し
て
、
役
者
評
判
記
は
、
京
之
巻
、
江
戸
之
巻
、
大
坂
之
巻
の
三
巻
三
分
冊
で
出
版
さ
れ
、
三
巻
の
目
録
題
に
は
、
「
役
者
口
三
味
線
」
と
い
う
よ
う
な
、「
役
者
○
○
」
と
い
う
題
名
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
る
。
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
一
期
で
は
、
こ
の
「
役
者
○
○
」
と
い
う
目
録
題
を
、
各
評
判
記
の
書
名
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、
本
書
の
目
録
題
に
は
、
「
役
者
○
○
」
と
い
う
題
名
は
記
さ
れ
ず
、
京
之
巻
に
「
都
み
や
こ
に
花はな
の
露つゆ
」
）
5
（
、
江
戸
之
巻
に
「
武む
蔵さし
野の
の
月
）
6
（
」
、大
坂
之
巻
に
「
難なに
は
か
わ
ぶ
ね
波
川
舟
」
）
7
（
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
続
い
て
出
版
さ
れ
た
享
保
五
年
二
月
刊
の
八
文
字
屋
・
江
嶋
屋
相
板
の
『
役
者
三
名
物
』
で
は
、
各
巻
の
目
録
題
が
「
役
者
三
名
物
」
と
な
っ
て
お
り
）
8
（
、
従
来
の
形
式
に
戻
っ
て
い
る
。
　
『
集
成
』
七
の
本
書
の
解
題
で
は
、
次
の
引
用
に
示
す
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
書
の
書
名
を
「
役
者
三
蓋
笠
」
と
推
定
し
て
い
る
。
各
巻
目
録
に
す
べ
て
笠
一
蓋
を
描
い
て
そ
れ
ぞ
れ
「
あ
み
笠がさ
一いつ
蓋かい
」「
ぬ
り
笠がさ
一いつ
蓋かい
」「
す
げ
笠がさ
一いつ
蓋かい
」
と
記
し
、開
口
に
お
い
て
〈
京
〉
は
坂
田
藤
十
郎
秘
蔵
の
編
笠
、
〈
江
戸
〉
は
中
村
七
三
郎
遺
愛
の
塗
笠
、
〈
大
坂
〉
は
嵐
三
右
衛
門
よ
り
伝
来
の
菅
笠
を
も
つ
て
各
一
62
部
の
趣
向
を
立
て
ゐ
る
こ
と
、板
心
に
「
三
笠
」
と
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、享
保
四
年
十
二
月
上
演
の
「
大
和
大
路
陰
陽
泉
」
（
中
略
）
の
絵
入
狂
言
本
表
紙
見
返
し
に
「
子
の
年
三
ケ
の
津
大
評
判
」
と
し
て
八
文
字
屋
・
江
嶋
屋
相
板
に
よ
る
『
役やく
者しや
三さん
蓋がい
笠がさ
』
三
巻
の
出
版
を
予
告
し
て
ゐ
る
こ
と
（
中
略
）
か
ら
、
書
名
を
『
役やく
者しや
三さん
蓋がい
笠がさ
』
と
推
定
し
た
。
　
小
稿
で
も
、
『
集
成
』
七
の
推
定
を
妥
当
と
考
え
、
本
書
の
書
名
を
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
と
表
記
す
る
。
　
さ
ら
に
、
こ
の
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
が
出
版
さ
れ
た
の
が
、
八
文
字
屋
の
役
者
評
判
記
の
出
版
史
上
、
看
過
で
き
な
い
事
件
の
波
紋
が
ま
だ
収
ま
ら
ぬ
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
て
お
く
。
　
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
は
、
前
述
の
通
り
、
八
文
字
屋
八
左
衛
門
と
江
嶋
屋
一
郎
左
衞
門
の
相
板
で
あ
り
、『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
京
之
巻
で
は
、
八
文
字
自
笑
（
＝
八
文
字
屋
八
左
衛
門
）
と
、
江
嶋
屋
一
（
市
）
郎
左
衞
門
の
父
で
あ
る
江
嶋
其
磧
が
「
作
者
」
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
）
9
（
。
　
役
者
評
判
記
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の
自
笑
と
其
磧
の
間
に
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
以
来
確
執
が
生
じ
た
こ
と
が
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
10
（
。
『
役
者
口
三
味
線
』
以
来
、
八
文
字
屋
の
役
者
評
判
記
の
作
者
を
つ
と
め
て
い
た
其
磧
が
、
八
文
字
屋
か
ら
離
反
し
、
息
子
の
市
郎
左
衛
門
名
義
の
江
嶋
屋
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
、
正
本
屋
九
兵
衛
の
相
板
な
ど
に
よ
っ
て
役
者
評
判
記
を
出
し
、
八
文
字
屋
の
役
者
評
判
記
と
競
作
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
確
執
も
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
正
月
刊
『
役
者
金
化
粧
』
（
八
文
字
屋
八
左
衛
門
・
江
嶋
屋
市
郎
左
衞
門
相
板
）
京
之
巻
の
序
文
の
和
解
宣
言
を
自
笑
と
其
磧
の
連
名
で
出
す
こ
と
で
、
一
段
落
す
る
。
　
し
か
し
、
そ
の
後
も
、
其
磧
の
方
に
、
他
の
版
元
と
の
関
係
を
清
算
し
て
い
な
い
よ
う
な
ふ
し
が
あ
り
、
『
役
者
金
化
粧
』
の
翌
年
正
月
刊
行
の
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
京
之
巻
に
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
自
笑
が
其
磧
を
詰
問
し
、
其
磧
が
潔
白
を
言
い
訳
す
る
よ
う
な
作
者
問
答
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
11
（
。
　
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
が
、
こ
の
よ
う
な
、
自
笑
と
其
磧
の
和
解
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
時
期
に
出
版
さ
れ
た
役
者
評
判
記
で
あ
る
こ
［
資
料
紹
介
］
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
都
の
花
笠
』
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と
を
確
認
し
、
次
に
京
女
本
を
紹
介
す
る
。
　
　
　
　
　
二
　
京
女
本
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
の
書
誌
と
意
義
　
現
在
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
」
に
お
い
て
も
、
『
集
成
』
七
と
同
様
、
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
の
所
蔵
先
と
し
て
、
前
節
で
触
れ
た
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
と
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
の
二
館
の
み
が
挙
が
っ
て
い
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
京
女
本
は
、
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
の
諸
本
と
し
て
、
新
た
に
追
加
さ
れ
る
新
出
の
一
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
は
、
従
来
の
役
者
評
判
記
と
同
様
、
京
之
巻
、
江
戸
之
巻
、
大
坂
之
巻
の
三
巻
三
分
冊
で
刊
行
さ
れ
た
の
で
、
京
女
本
は
、
京
之
巻
一
冊
の
み
で
あ
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
し
か
し
、
新
出
の
京
女
本
に
は
、
他
の
諸
本
に
は
な
い
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
次
に
書
誌
を
記
し
、
京
女
本
の
意
義
に
つ
い
て
指
摘
し
て
み
た
い
。
［
体
裁
］
横
本
一
冊
。
袋
綴
。
原
表
紙
（
黒
無
地
）
。
縦
一
〇
・
九
㎝
×
横
一
五
・
九
㎝
。
［
匡
郭
］
四
周
単
辺
。
縦
九
・
六
㎝
×
横
一
四
・
五
㎝
。
［
行
数
］
一
五
行
。
［
丁
数
］
四
八
・
五
丁
。
丁
付
（
一
～
十
三
、
沢
）
12
（
一
初
ノ
十
四
、
沢
二
～
沢
七
、十
四
～
十
九
、
廿
ノ
卅
、
卅
一
～
五
十
一
）
［
挿
絵
］
（
以
下
、
洋
数
字
は
実
丁
数
）
１
オ
、
８
ウ—
９
オ
、
15
ウ—
16
オ
、
22
ウ—
23
オ
、
27
ウ—
28
オ
、
32
ウ—
33
オ
。
［
著
者
］
「
作
者
／
八
文
字
自
笑
／
江
嶋
其
磧
」
（
13
オ
）
。
［
題
簽
］
原
題
簽
。
左
端
。
縦
八
・
七
㎝
×
横
二
・
七
㎝
。
四
周
双
辺
。
「
都
み
や
こ
の
花はな
笠がさ
／
着き
な
り体
の
よ
い
／
ぶ
た
い
衣□し
や
う装
」
。
［
内
題
］
な
し
。　
［
目
録
題
］
「
都
み
や
こ
に
花はな
の
露つゆ
」
。　
［
板
心
］
「
京
三
笠
（
丁
数
）
」
。
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［
刊
記
］
「
子
ノ
正
月
吉
日
／
八
文
字
屋
／
八
左
衛
門
／
ゑ
じ
ま
や
／
一
郎
左
衛
門
／
板
」
。
［
広
告
］「
并
ニ
／
若わか
い
時
の
無む
分ふん
別べつ
脱はげ
に
く
い
腕
か
い
な
の
入いれ
ぼ
く
ろ
黒
痣
／
願ねが
ひ
入
レ
た
五
升
樽だる
打うち
明あか
し
の
後ご
世せ
友とも
達だち
／
浮うき
世よ
親おや
仁ぢ
形か
た
ぎ気
／
正
月
二
日
よ
り
本
出
し
申
候
／
全
部
五
巻
／
付
リ
／
六
十
の
手て
習
な
ら
ひ
色いろ
派は
の
手て
本ほん
揚あげ
屋や
の
筵
む
し
ろ
破
や
ぶ
り
／
年ねん
く々
の
始し
末まつ
ニ
花
の
咲さい
た
老らう
後ご
の
世よ
盛
ざ
か
り 
并
ニ
／
芸げい
子こ
の
紋もん
を
つ
け
ざ
し
の
盃
さ
か
づ
き
一
つ
呑のん
で
指さし
枕
ま
く
ら
／
異ゐ
国こく
も
お
よ
ば
ぬ
指ゆび
先さき
の
曲
き
よ
く
顔
に
桜
さ
く
ら
の
花
枕
／
役やく
者しや
枕
ま
く
ら
が
へ
し
／
正
月
二
日
よ
り
本
出
し
申
候
／
全
部
三
巻
／
付
リ
／
和わ
国こく
の
恋こひ
は
し
め
あ
ふ
て
心
を
知し
ら
す
お
手
枕
／
略やつ
し
が
た形
の
紋もん
を
付つけ
文ぶみ
さ
ま
い
る
身み
揚
あ
が
り
ニ
気き
を
張はり
枕
ま
く
ら
」
（
裏
表
紙
見
返
し
）
。
［
印
記
］
「
京
都
女
子
大
学
蔵
書
」
。
　
さ
て
、
前
節
で
、
芸
大
本
、
演
博
本
A
、
演
博
本
B
の
い
ず
れ
の
本
に
も
原
題
簽
が
残
存
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
触
れ
た
が
、右
の
書
誌
に
示
し
た
よ
う
に
、
京
女
本
の
原
表
紙
に
は
原
題
簽
が
備
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
新
出
の
京
女
本
に
よ
っ
て
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
京
之
巻
の
原
題
簽
が
、
「
都
み
や
こ
の
花はな
笠がさ
／
着き
な
り体
の
よ
い
／
ぶ
た
い
衣□し
や
う装
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
京都女子大学図書館蔵『都の花笠』（『［役者三蓋笠］』京之巻）　原表紙・原題簽
［
資
料
紹
介
］
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
都
の
花
笠
』
65
　
さ
ら
に
諸
本
と
比
較
す
る
と
、
芸
大
本
京
之
巻
、
演
博
本
A
京
之
巻
に
は
、
広
告
が
残
存
し
て
お
ら
ず
、
演
博
本
B
京
之
巻
は
広
告
を
備
え
る
が
、
一
部
破
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
演
博
本
A
京
之
巻
に
は
、
五
丁
分
の
落
丁
、
演
博
本
B
京
之
巻
に
は
、
三
丁
分
の
落
丁
が
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
京
女
本
は
、
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
京
之
巻
の
原
本
の
姿
を
伝
え
る
貴
重
な
一
本
と
い
え
よ
う
。
加
え
て
、
今
回
、
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
京
之
巻
の
原
題
簽
が
出
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
芸
大
本
、
演
博
本
A
の
江
戸
之
巻
、
大
坂
之
巻
に
は
残
存
し
な
い
原
題
簽
に
、
本
来
ど
の
よ
う
な
題
が
記
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
の
で
、
次
節
で
述
べ
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
三
　『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
江
戸
之
巻
・
大
坂
之
巻
に
お
け
る
題
簽
の
題
の
推
定
　
ま
ず
、
『
集
成
』
七
の
解
題
中
に
も
触
れ
ら
れ
た
、
京
都
沢
村
座
の
顔
見
世
狂
言
『
大
和
大
路
陰めを
と
い
づ
み
陽
泉
』
の
絵
入
狂
言
本
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵　
請
求
番
号　
京
乙—
327
）
表
紙
見
返
し
掲
載
の
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
の
出
版
予
告
の
広
告
を
、
必
要
な
箇
所
の
み
次
に
引
用
す
る
）
13
（
。
役やく
者しや
三さん
蓋がい
笠がさ　
全
部
三
巻
／
（
中
略
）
／
第
一　
都
の
花
笠がさ
着き
な
り体
の
よ
い
舞ぶ
台たい
衣ゐ
装
し
や
う
／
（
中
略
）
／
第
二　
武
蔵
野
は
月
の
笠かさ
踊
お
ど
り
所し
よ
さ作
の
名めい
人じん
／
（
中
略
）
／
第
三　
難
波
は
梅
の
香か
が
笠がさ
春はる
雨さめ
ニ
濡ぬれ
事ごと
司し
／
（
後
略
）
　
こ
の
広
告
で
は
、
京
之
巻
、
江
戸
之
巻
、
大
坂
之
巻
の
そ
れ
ぞ
れ
の
開
口
（
『
役
者
口
三
味
線
』
以
来
役
者
評
判
記
に
備
わ
る
浮
世
草
子
風
の
読
み
物
）
の
題
が
、「
第
一
」「
第
二
」「
第
三
」
と
分
け
て
予
告
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、刊
行
後
の
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
の
開
口
の
題
は
、
実
際
に
は
、
京
之
巻
が
「
京
女
に
よ
う
房ぼう
を
一いつ
見けん
す
る
二に
軒けん
茶ぢや
屋
）
14
（
」
、
江
戸
之
巻
が
「
江
戸
鬠
も
と
ゆ
い
縮しめ
付つけ
て
置をく
夜よ
歩ある
行き
の
若わか
衆しゆ
」
）
15
（
、
大
坂
之
巻
が
「
難なに
波は
女め
の
花
代だい
初はつ
値ね
の
高たか
い
若わか
鶯
う
ぐ
ひ
す
」
）
16
（
と
な
っ
て
お
り
、
広
告
と
は
違
っ
て
い
る
。
66
　
さ
て
、
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
の
広
告
で
示
さ
れ
た
京
之
巻
の
開
口
の
題
が
、
新
出
の
京
女
本
の
原
題
簽
の
題
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
京
之
巻
と
同
様
に
、
広
告
で
示
さ
れ
た
開
口
の
題
と
、
刊
行
後
の
役
者
評
判
記
の
原
題
簽
の
題
が
一
致
す
る
と
い
う
例
は
、
他
の
役
者
評
判
記
に
お
い
て
も
見
出
せ
る
の
で
、
一
例
を
挙
げ
て
み
る
。
　
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
正
月
刊
『
役
者
我
身
宝
』
（
江
嶋
屋
市
郎
左
衛
門
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
、
正
本
屋
九
右
衛
門
板
）
は
、
三
巻
と
も
原
題
簽
が
残
存
し
て
い
る
役
者
評
判
記
で
あ
る
。
　
『
役
者
我
身
宝
』
京
之
巻
の
題
簽
の
題
は
、
「
都［　
］
の
花は□
代
／
金
こ
が
ね
の
光
ひ
か
り
さ
す
／
女
形が□
後
う
し
ろ
帯おび
」
、
江
戸
之
巻
の
題
簽
の
題
は
、
「
武む
蔵さし
野の
月
／
白しろ
銀がね
の
一いち
枚まい
看
板
／
立た□
髪がみ
丹たん
前ぜん
」
、
大
坂
之
巻
の
題
簽
の
題
は
、
「
難なに
波は
江え
の
お
芦あ□
／
銭せに
な
る
／
武
道
の
仕しこ
な
し墾
」
）
17
（
と
あ
る
。
　
『
役
者
我
身
宝
』
の
京
之
巻
の
開
口
の
題
は
、
「
頭
あ
た
ま
が
ち
な
先ほ
ん
と斗
町
の
浮うは
気き
大
臣じん
」
）
18
（
、
江
戸
之
巻
の
開
口
の
題
は
、
「
小
判ばん
握にぎ
つ
て
分ふん
別べつ
所とこ
ろ
欲よく
と
恋こひ
の
堺
さ
か
い
町
」
）
19
（
、
大
坂
之
巻
の
開
口
の
題
は
、
「
難なに
波は
江
の
お
芦あし
銭ぜに
な
る
武ぶ
だ
う道
の
仕しこ
な
し墾
」
）
20
（
と
あ
る
。
京
之
巻
と
江
戸
之
巻
に
関
し
て
は
、
開
口
の
題
と
、
題
簽
の
題
と
が
違
っ
て
い
る
。
　
一
方
、『
け
い
せ
い
錦にし
き
の
う
ぶ
ぎ
ぬ
産
衣
』
（
享
保
元
年
［
一
七
一
六
］
京
都
早
雲
座　
二
の
替
り
上
演
）
の
絵
入
狂
言
本
表
紙
見
返
し
掲
載
）
21
（
の
『
役
者
我
身
宝
』
の
広
告
に
は
、
次
の
よ
う
に
開
口
の
題
が
示
さ
れ
て
い
る
）
22
（
。
こ
れ
も
必
要
な
箇
所
の
み
引
用
す
る
。
第
一　
都
み
や
こ
の
花
代
金
こ
が
ね
の
光ひか
り
さ
す
女
形
の
後
う
し
ろ
帯おひ
／
（
中
略
）
／
第
二　
武む
蔵さし
野の
月
白しろ
銀かね
の
一
枚まい
看かん
板ばん
立たて
髪かみ
丹たん
前ぜん
／
（
中
略
）
／
第
三　
難なに
波は
江へ
の
お
芦あ
銭し
に
な
る
武ぶ
だ
う道
の
仕しこ
な
し墾
（
後
略
）
　
『
役
者
我
身
宝
』
の
広
告
で
示
さ
れ
た
開
口
の
題
が
、『
役
者
我
身
宝
』
三
巻
の
原
題
簽
の
題
す
べ
て
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
『
役
者
我
身
宝
』
の
広
告
の
開
口
の
題
と
、
題
簽
の
題
の
関
係
は
、
京
女
本
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
の
京
之
巻
の
ケ
ー
ス
と
類
似
し
て
い
る
と
い
［
資
料
紹
介
］
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
都
の
花
笠
』
67
え
よ
う
。
　
し
た
が
っ
て
、『
役
者
我
身
宝
』
の
例
を
踏
ま
え
る
と
、『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
江
戸
之
巻
、大
坂
之
巻
に
お
い
て
現
存
し
な
い
原
題
簽
の
題
も
、
京
女
本
の
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
京
之
巻
の
原
題
簽
の
題
と
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
、
『
大
和
大
路
陰
陽
泉
』
掲
載
の
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
の
広
告
に
見
え
る
「
武
蔵
野
は
月
の
笠かさ
踊
お
ど
り
所し
よ
さ作
の
名めい
人じん
」
、
「
難
波
は
梅
の
香か
が
笠がさ
春はる
雨さめ
ニ
濡ぬれ
事ごと
司し
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
）
23
（
。
　
　
　
　
　
お
わ
り
に
　
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
が
、
八
文
字
屋
の
役
者
評
判
記
の
出
版
史
上
看
過
で
き
な
い
事
件
の
波
紋
が
ま
だ
収
ま
ら
ぬ
時
期
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
　
京
女
本
は
、
そ
の
よ
う
な
時
期
に
出
版
さ
れ
た
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
の
京
之
巻
の
原
本
の
姿
を
伝
え
る
新
出
の
一
本
で
あ
っ
た
。
京
女
本
に
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
諸
本
に
は
な
い
原
題
簽
が
残
存
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
本
書
の
広
告
が
『
大
和
大
路
陰
陽
泉
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
之
巻
、
大
坂
之
巻
に
残
存
し
な
い
原
題
簽
の
題
を
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。
　
以
上
の
点
よ
り
、
京
女
本
を
、
役
者
評
判
記
研
究
に
お
い
て
貴
重
な
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
注（1
） 「
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
貴
重
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
て
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
（
2
） 『
集
成
』
七
、
426
頁
68
（
3
） 
三
冊
本
、
一
冊
本
と
も
に
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
編
『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版　
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
所
蔵　
役
者
評
判
記
』
（
雄
松
堂
出
版　
平
成
9
～
10
）
所
収
。
（
4
） 
池
山
晃
「
V　
観
客
の
視
点
（
一
）
ー
役
者
評
判
記
」
（
『
岩
波
講
座　
歌
舞
伎
・
文
楽
』
第
4
巻
63
頁
、
岩
波
書
店
、
平
成
10
・
10
）
（
5
） 『
集
成
』
七
、
427
頁
（
6
） 『
集
成
』
七
、
461
頁
（
7
） 『
集
成
』
七
、
489
頁
（
8
） 『
集
成
』
七
、
598
頁
（
9
） 『
集
成
』
七
、
436
頁
（
10
） 
長
谷
川
強
『
浮
世
草
子
の
研
究
』
（
桜
楓
社
、
昭
和
44
・
3
）
「
第
二
章　
其
磧
・
自
笑
確
執
期
（
正
徳
初
│
享
保
三
年
）
」
285
～
324
頁
。
以
下
の
其
磧
と
自
笑
の
確
執
の
概
要
は
同
書
を
参
照
し
た
。
（
11
） 
井
上
勝
志
「
『
役
者
三
蓋
笠
』
の
『
役
者
芸
相
撲
』
剽
窃
│
評
判
記
の
作
者
と
読
者
│
」
（
『
文
学
史
研
究
』
35
、
平
成
6
・
12
）
で
は
、
こ
の
作
者
問
答
や
、
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
京
之
巻
に
お
け
る
『
役
者
芸
相
撲
』
（
享
保
四
年
正
月
刊
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
、
正
本
屋
九
兵
衛
相
版
）
の
剽
窃
な
ど
に
注
目
し
、
其
磧
が
他
の
版
元
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
、
八
文
字
屋
が
享
保
四
年
内
に
再
表
明
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
を
刊
記
よ
り
も
早
い
享
保
四
年
十
二
月
の
内
に
刊
行
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
井
上
論
文
が
あ
げ
る
傍
証
は
い
ず
れ
も
説
得
力
が
あ
り
、
享
保
四
年
内
出
版
の
可
能
性
は
妥
当
だ
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
出
版
事
情
と
、
目
録
題
の
形
式
が
従
来
の
評
判
記
と
異
な
る
こ
と
の
間
に
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
（
12
） 
役
者
評
判
記
の
各
巻
の
役
者
の
評
判
は
、
通
常
は
、
「
立
役
之
部
」
「
女
方
之
部
」
な
ど
と
し
て
各
役
柄
の
部
立
て
ご
と
に
記
さ
れ
る
が
、
享
保
四
年
京
都
沢
村
長
十
郎
座
の
顔
見
世
『
大
和
大
路
陰めお
と
い
づ
み
陽
泉
』
の
初
日
が
十
二
月
一
日
ま
で
延
引
し
た
め
、『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
京
之
巻
で
は
、
開
口
と
「
立
役
之
部
」
の
間
に
沢
村
座
の
評
判
を
ま
と
め
た
。
そ
の
部
分
の
丁
付
が
「
沢
」
と
表
記
さ
れ
る
。
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
京
之
巻
開
口
の
前
に
、
「
沢
村
座
極
月
へ
入
て
の
顔
み
せ
ゆ
へ
一
座
を
一
所
ニ
初
口
に
て
申
ま
す
」
（
『
集
成
』
七
、
432
頁
）
と
あ
る
。
［
資
料
紹
介
］
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
都
の
花
笠
』
69
（
13
） 『
集
成
』
七
、
補
注
677
頁
に
翻
刻
が
載
る
。
（
14
） 『
集
成
』
七
、
432
頁
（
15
） 『
集
成
』
七
、
465
頁
（
16
） 『
集
成
』
七
、
493
頁
（
17
） 
以
上
の
『
役
者
我
身
宝
』
の
題
簽
の
翻
刻
は
、『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
一
期
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
昭
和
49
・
10
）
（
以
下
「
『
集
成
』
六
」
と
略
称
）
108
頁
に
よ
る
。
（
18
） 『
集
成
』
六
、
113
頁
（
19
） 『
集
成
』
六
、
144
頁
（
20
） 『
集
成
』
六
、
171
頁
（
21
） 『
妹
背
蔵
万
歳
鶴
亀
』（
正
徳
五
年
［
一
七
一
五
］十
一
月　
京
都　
都
万
太
夫
座
）
の
絵
入
狂
言
本
の
見
返
し
を
流
用
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
監
修
野
間
光
辰
『
翻
刻
絵
入
狂
言
本
集　
下
』
解
題
26
、
27
頁
、
近
世
文
藝
叢
刊
、
昭
和
50
・
6
）
。
（
22
） 
注
（
21
）
前
掲
書
308
頁
（
23
） 『
役
者
口
三
味
線
』
以
後
の
役
者
評
判
記
の
題
簽
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
千
恵
「
役
者
評
判
記
」
と
は
何
か　
三
、八
文
字
屋
版
『
役
者
口
三
味
線
』
以
後
│
「
役
者
評
判
記
」
の
基
本
形
│
」
（
『
役
者
評
判
記
の
世
界
』
11
頁
、
園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所　
平
成
21
・
1
）
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
題
簽
は
左
上
に
縦
長
短
冊
型
の
題
簽
を
置
く
の
が
基
本
。
極
初
期
に
は
開
口
の
表
題
を
記
し
た
が
、
後
に
は
『
役
者
○
○
』
と
い
う
外
題
と
「
京
・
江
戸
・
大
坂
」
「
上
・
中
・
下
」
な
ど
の
巻
名
を
記
す
の
が
定
型
と
な
っ
た
。
 
　
こ
の
解
説
に
あ
る
「
後
に
は
」
の
具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
役
者
評
判
記
の
世
界
』
32
頁
掲
載
の
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
三
月
八
文
字
屋
八
左
衛
門
刊
『
役
者
花
双
六
』
三
巻
三
冊
（
石
水
博
物
館
蔵
）
の
解
説
に
、
三
冊
の
原
題
簽
に
つ
い
て
、
「
双
六
の
賽さい
子ころ
に
ち
な
み
、
役
柄
と
三
都
の
色
合
い
を
読
み
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
題
簽
は
こ
の
『
役
者
花
双
六
』
ま
で
、
以
後
は
評
判
記
の
題
名
と
巻
名
70
を
そ
の
ま
刷
る
よ
う
に
な
る
」
と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。
 
　
な
お
、
齋
藤
氏
の
解
説
に
「
極
初
期
に
は
開
口
の
表
題
を
記
し
た
」
と
あ
る
の
は
そ
の
通
り
だ
が
、
八
文
字
屋
か
ら
出
版
さ
れ
た
比
較
的
初
期
の
役
者
評
判
記
『
役
者
略
や
つ
し
請
状
』
（
元
禄
十
四
年
［
一
七
〇
一
］
三
月
刊
行
、
三
巻
三
冊
）
（
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
一
期
第
三
巻
9
～
136
頁
、
岩
波
書
店
、
昭
和
48
・
7
）
あ
た
り
か
ら
、
八
文
字
屋
の
役
者
評
判
記
に
お
い
て
、
原
題
簽
と
開
口
の
表
題
が
一
致
し
な
い
例
も
見
出
せ
る
。
 
　
ま
た
、
小
稿
で
取
り
上
げ
た
『
［
役
者
三
蓋
笠
］
』
京
之
巻
は
、
原
題
簽
と
開
口
の
表
題
が
一
致
せ
ず
、
原
題
簽
と
、
広
告
で
示
さ
れ
た
開
口
の
表
題
が
一
致
す
る
例
で
あ
っ
た
が
、
原
題
簽
、
開
口
の
表
題
、
広
告
で
示
さ
れ
た
開
口
の
表
題
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
原
題
簽
、
広
告
が
残
存
す
る
役
者
評
判
記
を
対
象
に
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
＊
引
用
に
際
し
て
は
通
行
の
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。
引
用
文
中
の
「
／
」
は
行
移
り
を
、「
□
」「
［　
］
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、一
字
、複
数
文
字
の
破
損
を
、
四
角
囲
み
の
文
字
は
、
破
損
部
分
の
文
字
を
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
（
付
記
）
小
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
、
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
国
立
国
会
図
書
館
な
ど
の
諸
機
関
に
、
多
大
な
る
ご
高
配
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
本
学
教
授
）
